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主体的・対話的で深い学びの実現
2

対話による鑑賞を体験

鑑賞の指導力を向上



本研修におけるファシリテーション能力とは

子供の主体的な学びを支援する伴走者としての能力 
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ファシリテータを体験
活動を円滑に進行し、より良い結果が得られるよう、

参加者による課題解決を促進する働き＝ファシリテーション (facilitation)

それを行う人＝ファシリテーター (facilitator)

• 理解力
• 論理的思考力
• 質問力・聴く力
• 交渉力

一般的に言われる
ファシリテータに
求められる力



4



「造形的な視点を働かせること」
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表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を
働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，
表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなど
について考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

(3) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，
感性を豊かにし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊
かな情操を培う。

中学校 美術科の目標（平成29年度改訂）
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表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を
働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，
表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなど
について考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

(3) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，
感性を豊かにし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊
かな情操を培う。

（１）「知識及び技能」に関する目標

（２）「思考力・判断力・表現力等」に関する目標

（３）「学びに向かう力・人間性等」に関する目標

中学校 美術科の目標（平成29年度改訂）
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「柱書」 美術で何を学ぶのか



表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、
造形的な見方・考え方を働かせ、生活
や社会の中の美術や美術文化と豊かに
関わる資質・能力を次のとおりに育成
することを目指す。

中学校 美術科の目標（平成29年度改訂）

柱書 造形的な視点
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表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を
働かせ，生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，
表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなど
について考え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることがで
きるようにする。

(3) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，
感性を豊かにし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊
かな情操を培う。

中学校 美術科の目標（平成29年度改訂）
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鑑賞に関わる記述



造形的な見方・考え方とは・・・

感性や想像力を働かせ、対象や事象を、

造形的な視点で捉え、

自分としての意味や価値をつくりだすこと

中学校学習指導要領解説編美術（平成29年6月文部科学省）
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〔共通事項〕

ア 形や色彩、材料、光などの性質や、

それらが感情にもたらす効果などを理解

すること。

イ 造形的な特徴などを基に、全体の

イメージや作風などでとらえること。

造形的な視点を豊かにするために
必要な知識

中学校学習指導要領解説編美術（平成29年6月文部科学省）11



同じものを見ても、よさや美しさを感
じる人もいれば、そうでない人もいるよ
うに、どれだけ多くのよさや美しさが自
分の身近な生活の中にあってたとしても、

造形的な視点がなければ気付かず、通り
過ぎてしまう。

そして、よさや美しさなどの価値や心
情などを感じとる力も十分に育っていか
ないものである。

中学校学習指導要領解説編美術（平成29年6月文部科学省）
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• 美術科ならではの視点であり、教科で育
てる資質・能力を支える本質的な役割を
果たすもの

• 生涯にわたって生活や社会の中の美術や
美術文化と豊かに関わる資質・能力につ

ながるもの

中学校学習指導要領解説編美術（平成29年6月文部科学省）

造形的な見方・考え方とは・・・
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作品に関する知識はどのように与えるか
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美術科における
「知識・技能」
の「知識」とは

15中学校学習指導要領解説編美術（平成29年6月文部科学省）



造形的な視点を働かせて
深い学びに導く鑑賞の在り方とは

16



なぜ、その作品を鑑賞するのか

• ねらいに応じた作品を選定しているか

・その作品を鑑賞して、

子供は何を学ぶのか
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なぜ、その作品を鑑賞するのか
B鑑賞(１) 鑑賞の活動を通して、次の通り鑑賞に関する資質・能力を育成する。

第１学年

ア 美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身

に付けることができるよう指導する。

（ア） 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などに

ついて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

（イ） 目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の

意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

イ 生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を

通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）身の回りにある自然物や人工物の形や色彩，材料などの造形的な美しさなど

を感じ取り，生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，

見方や感じ方を広げること。

（イ） 身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，

美術文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。
18



第2学年及び第３学年

ア 美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を

身に付けることができるよう指導する。

（ア）造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫

などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。

（イ）目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情

や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見

方や感じ方を深めること。

イ 生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動

を通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り，安らぎや自然と

の共生などの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考え

るなどして，見方や感じ方を深めること。

（イ） 日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特質などから，伝統や文化のよさ

や美しさを感じ取り愛情を深めるとともに，諸外国の美術や文化との相違点や

共通点に気付き，美術を通した国際理解や美術文化の継承と創造について考え

るなどして，見方や感じ方を深めること。 19



【１学年】

ア 美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑

賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア） 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現

の意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広

げること。

今回の作品の場合・・・（例）

【第2学年及び第3学年】

ア 美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑

賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する

（ア）造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の

意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高

め，見方や感じ方を深めること。

手段

手段

目的

目的 20



他の作品の場合・・・（例）
B鑑賞(１) 鑑賞の活動を通して、次の通り鑑賞に関する資質・能力を育成する。

第１学年

ア 美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身

に付けることができるよう指導する。

（ア） 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などに

ついて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

（イ） 目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の

意図と工夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

イ 生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を

通して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）身の回りにある自然物や人工物の形や色彩，材料などの造形的な美しさなど

を感じ取り，生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，

見方や感じ方を広げること。

（イ） 身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，

美術文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 21



どのように、その作品を鑑賞するのか

ねらいを達成するための活動

となっているか

22



・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
けた授業改善を推進

・「深い学び」の鍵として

「見方・考え方」を働かせることが重要

造形的な視点

23

どのように、その作品を鑑賞するのか



鑑賞の指導の場面で考えてみましょう

題材の中でどう場面設定しているか

価値の発見、価値の創造、新たな知識の習得、
次の鑑賞へのつながり

→４ 学んで変化した自分を発見する場面

場面設定できる題材になっているか

１ 生徒が対象や事象を造形的な見方や考え方で捉える場面
２ 生徒が感性や創造性を働かせる場面
３ 生徒が自分なりの意味や価値を作り出す場面
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